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排 水 不 良 田 に お け る 転 作 ヒ エ の 栽 培 法

第 2報  転 作 ヒエの品種特 性

大 野 康 雄・ 千 葉 行 雄・ 菅 原  明・ 佐々木 銃

(岩手県立農業試験場県北分場 )
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0～暖地系晩生種

● 岩ヽ手県の在未和

1ま え が き

第 1報では,転作ヒエの裁培に水稲の機械移植技術を適

用して省力増収を図る試験成果の一部について報告した。

今回は54年度,転作田で実施した品種特性の試験結果か

ら得られた知見について報告する。

2試 験 方 法

1供試品種 : 暖地系晩生種,飛騨在来他13品種。

岩手県在来種,ヤ リコ他35品種。

2播  種 : 箱育苗,播種期 5月 7日 ,播種量は40″電 。

3移  植 :6月 6日

4栽植密度 : 畦幅25m× 株間14ぃ (28“わ/t i株 3本

植え)。

5施 肥 量 : 箱育苗 (%箱 ),N20,P20530,K20
10。

本 田 (ん多/8);N06, P20520,K20

10。

6除  草 : 移植後26日 ,LIO粒剤 04協/8散布。

7収穫時期 : 青刈 りは各品種とも穂揃期。

実取 りは各品種とも成熟期。

3試 験 結 果

(1)品種別の草丈 茎数

岩手県在来種は一般に早生種が多く, したがって移植か

ら8月上旬までは,暖地系晩生種に比べ,草丈・茎数で勝

る品種が多い。その後は,暖地系晩生種の生育が旺盛とな

り,茎数は少ないが,草丈が高くなる(図 1)。

(2)生草収量

岩手県在来種の出穂期は7月 下旬から8月上旬に集中し,

暖地系晩生種より早刈りができる。穂揃期では,108当 た

り生草収量は25～ 55′ ,乾物収量は09～ 14′ 得ら

れた。

暖FL系晩生種の出穂期は8月 中旬から9月 上旬までと幅

が大きく,刈取 り時期は遅れるが,穂揃期の103当 たり生

草収量は 4～ 65′ ,乾物収量で 13～ 17′ と多収であ

る。

岩手県在来種,暖地系晩生種とも熟期の遅い品種ほど生

草収量が多い傾向が認められた(図 2 3)。
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図 1 草丈 と茎数 (1979)
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図 2 刈取期 と生草量

(1979 岩手農試県北分場 )
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o～曖地系晩生種
0～ を手県の在来種

8月 /20日   9月      10月
成 熟 期 (月 /日 ｀

図 3 成熟 ll」 と子実重
(197'岩手農試県北分場 )

(3)子 実収量

岩手県在来種の成熟期は 8月 20日 前後に集中し,子実収

量は103当 たり150～ 400″であった。暖地系晩生種の成

熟期は10月 上旬に多く,収量は250～ 500りで岩手県在来

種より多収である。

穂数と子実重の関係では,熟期が早い品種は一般に穂数

型が多く,岩手県在来種群内では穂数が多いはど収量も高

い。熱期の遅い品種は穂重型で,一穂が重 く,穂 も長い。な

お,穂数型でも少収の品種は一穂が軽く,撻重型で少収の品

種は穂数が少ない傾向であった。

岩手県在来種の子実の表皮は自色の品種が多いが,熟期

の遅いものは,暖地系晩生種と同様に茶色であり,一般に

多収である(図 4・ 5)。

14)倒伏と脱粒性

倒伏は成熱期において,岩手県在来種は暖地系晩生種に

比べ,茎数が多 く,得径が細いので倒伏しやすい。倒伏程

度は品種によって違いがあるが, 0～ 3位の範囲である。

暖地系晩生種は 0～ 1位である。

なお,出穂期頃まで湛水状態で栽培したので含水率が高

く,岩手県在来種は畑栽培に比べ,草丈が伸び過ぎて,軟

弱な生育が倒伏の原因と思われた。暖地系晩生種の倒伏は

少ないが,得の基部の硬化が著しかった。

脱粒性は人手による感触で調査したが,表皮の自い品種

は容易であるが,熟期の遅い茶ヒェ系の品種は難が多かった。
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図 4 穂数本/デ と子実重
(1979岩手農試県北分場 )

以上,転作 ヒエの特性について述べたが,今回得られた

成果は次のとおりである。

1 サイレージ利用の早刈 りでは,岩手県在来種が乾物

率も高く,暖地系晩生種に比べ良質のものが得られる。

また,遅刈 りでは岩手県在来種より暖地系晩生種が多収

で有利である。

2 青刈 り用,サ イレージ用として,岩手県では暖地系

晩生種が優れているが,晩生なので栽培場所によっては気

温の関係から採種 (実取 り)と 発芽に問題が残る。

子実用としては熟期の早い岩手県在来種が収量的に安定

し,完熟した子実が収穫でき,発芽にも問題はない。

3 暖地系晩生種のうち,採種に支障のない範囲で,青

刈り用品種として有望なのは,飛騨在来,那須 1号,栃木

1号 ,粟野在来で,岩手県在来種では青メ」り,子実用とを

兼ねた有望な品種としては,ヤ リコ,浄法寺在来,軽米在

来等があげられる。

今後,青刈リヒエ栽培の展望は,転作奨励金が打切 られ

るような事態にでもなれば,転作 ヒエの作付維持は難しい

と思われる。ヒエ栽培が定着するためには,青刈 り利用と

ともに子実の飼料加工による利用拡大 も必要と思 う。

転作ヒエを飼料作物として利用するためには,水稲より

一段と高い省力簡便な栽培技術の確立が要請され,更にそ

の面に留意した技術改善が重要である。
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図 5 -穂 重 と穂長
(1979岩 手農試県北分場 )


